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研究成果の概要（和文）：イランで所蔵される未公刊楔形文字資料について、博物館の許可のもと、研究調査、資料の
解読等を行った。対象資料は紀元前3000年紀末から紀元前2000年紀のシュメール語、アッカド語、エラム語である。写
真撮影に加え、連携研究者が３Dデータスキャニングを行った。口頭・論文発表のほか、国際シンポジウムで発表しプ
ロシーディングスに原稿を発表した。扱ったうち、2点の資料はイラン出土の貴重なシュメール語資料である。１つは
、この地域で初めてみつかった紀元前三千年紀末のシュメールウル第三王朝の初代の王ウルナンマの王碑文であり、も
う1点は前二千年頃、エラム語圏で作成されたシュメール語行政記録である。

研究成果の概要（英文）：The National Museum of Iran (NMI) houses a lot of cuneiform documents excavated 
in Iran. I have investigated unpublished documents from Fars Province under the NMI's generous 
permission. I took photos and my collaborators scanned the tablets for 3D models. I studied the documents 
with collaborators. Part of the research has been published in 2016. This work covers two Sumerian 
inscriptions: One is a stone fragment from Fars Province, which turned out to be a royal inscription of 
Ur-Namma (Ur III State founder). The other is a fragment of a large tablet from Anshan and it seems to 
calculate the total amount of barley or beer. However, the technical terms and the description's style 
are slightly different from those of typical Sumerian records in the Mesopotamia. A possible reason is 
that a local scribe wrote it. The information of these two texts significantly contributes to recent 
discussions on the international relationship between Shimashki, Anshan, and the Ur III State.

研究分野： 楔形文字学、言語学、シュメール学
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１． 研究開始当初の背景 
 
 イランは、メソポタミア文明圏の西方に位
置する。紀元前 3000 年紀からエラム文明が
栄え、スサやアンシャンは、のちにアケメネ
ス朝ペルシアの都の一つともなった。この地
域はメソポタミア文明から多くの文化的影
響を受け、南部メソポタミアの領域国家によ
って直接支配された時期もある。この結果、
同地域では早くからイランの言語のほかに
シュメール語やセム系アッカド語を用いる
粘土板も数多く書かれ、それらは楔形文字研
究にとって重要な資料群の一つとされる。 
また、紀元前 3000 年紀後半から 2000 年紀

前半にかけては、東にあったインダス文明と
の交流をになった重要な地域である。20 世紀
初頭から欧米の発掘隊を中心に考古発掘が
進められた。その結果、多くの粘土板が出土
し、その一部がイラン国内で収蔵されている。
さらに近年、イラン人研究者による発掘によ
って、多数の粘土板が出土しているが、現在
イランに楔形文字専門家はいないため、未整
理・未出版の状況におかれているものが多い。 
代表者は 2011 年にイラン国立博物館のア

クバルザーデ氏（当時碑文部門長、その後、
館長）から、イランで所蔵される未公刊の楔
形文字粘土板資料（シュメール語、アッカド
語、エラム語のものが含まれると推定）につ
いて、研究調査の打診をうけた。 
  
 
２．研究の目的 
 
未公刊の楔形文字資料の調査が許可され

た貴重な経験を生かし、イランで所蔵されて
いるイランの考古遺跡出土の楔形文字粘土
板を読解し、楔形文字の翻字・翻訳をおこな
い、言語データとして提出する。写真撮影、
手写コピーをおこなうとともに、連携研究者
のグループとともに楔形文字粘土板のデー
タ保存に有効であると考えられる３D モデル
データを作成し、その活用を検討する。 
これら楔形文字資料を、アッカド語、シュ

メール語、エラム語の言語データとして、多
くの分野の研究者が利用できるように公開
することを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
 
具体的には、粘土板文書の状態に応じて 3D

モデル、写真撮影、手写コピーのいずれかの
データを選択し、それに翻字・翻訳、文献学
的・言語学的解説を付けた形での出版を行う。 
楔形文字研究に 3D モデリング技術を活用

し、未公刊資料を出版する研究は、伝統的な
分野に新しい可能性を開くものである。3D
モデルは粘土板資料としては極めて有用性
が高いが、その活用はごく一部にとどまって
いる。粘土板文書の研究はこれまで基本的に

写真ないし手写コピーに頼らざるをえなか
った。しかしながら、写真は不鮮明な場合が
あり、粘土板の側面部は曲面であるため、う
まく撮影できないことが多い。そのためより
一般的には研究資料として手写コピーが用
いられるが、常に正確な手写が得られるわけ
ではない。そのため、研究者は最終的には、
現地で粘土板を校訂する必要があった。これ
に対し、3D モデルはコンピュータ上で自由
に回転でき、光源を自由に変えられるため、
実物を手に取るのときわめて近い形で資料
を確認できる。楔形文字は粘土板に凹状に刻
まれ、しかも粘土板表面が必ずしも平らでは
ないために、写真撮影では、判読困難な箇所
が生じることが多い。3D デジタルデータは
この問題を解消し、さらに写真では写りにく
い印章印影も確認可能にする。 
 
 
４．研究成果 
 
テヘランにあるイラン国立博物館が所蔵

する未公刊の楔形文字資料について、同博物
館の許可のもと、現地において、資料の解読
および研究調査を行った。調査した資料は、
紀元前 3000 年紀末から紀元前 2000 年紀のも
ので、言語についてはシュメール語、アッカ
ド語、エラム語のものが含まれていた。テヘ
ランでは、写真撮影、手写コピーを行うほか、
連携研究者のもと、研究協力者に３D データ
化のスキャニングを行ってもらった。シュメ
ール研究会等国内の学会、研究会で口頭発表
を行ったほか、国際シンポジウム（京都大学、
2014 年 12 月）での発表し、2016 年春にプロ
シーディングスに原稿を発表した。 
 プロシーディングスで扱った 2 点の資料は、
イランで出土した内容的に重要なシュメー
ル語資料である。１つは、紀元前三千年紀末
のシュメール・ウル第三王朝の初代の王ウル
ナンマの王碑文である。ウル第三王朝の王碑
文がメソポタミア文明中心部にあるシュメ
ールから遠く離れたイラン・ファルス州で発
見されたのは初めてである。もう 1 点は、紀
元前二千年頃、エラム語圏であったイランの
都市アンシャン（マルヤン）で作成されたシ
ュメール語行政記録である。また、エラム語
圏で作成されたシュメール語行政文書は非
常にまれな資料である。 
 本研究では、従来の手法である、写真、手
写コピーのほか、文化財科学の研究者ととも
に３D モデルの活用について共同研究を行っ
た。どのような３D モデルを作成すれば状態
の悪い粘土板の文字解読に有効な資料とな
るか検討を重ねたうえで、３D モデルを作成
してもらった。その結果、表面の状態の悪い
粘土板資料の文字解読については、３D モデ
ルが非常に有用であることがわかった。作成



した３D モデルについては、すでに 2015 年
秋に博物館側に提出しているが、今後その活
用方法についてひきつづき検討の予定であ
る。 
エラム語を中心とするほかの資料につい

ては、連携研究者および研究協力者とともに
現在発表を準備中である。 
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